
い
、
や
む
な
く
完
成
を
１
年
延
期
せ

ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
」
と
い
う
こ
と

で
あ
っ
た
。

２
．
新
県
道
大
船
渡
広
田
陸
前
高
田

線
お
よ
び
碁
石
線
に
つ
い
て

大
船
渡
土
木
セ
ン
タ
ー
の
担
当
課

長
に
よ
る
と
、
つ
ぎ
の
と
お
り
で
あ

る
。

①

大
船
渡
広
田
陸
前
高
田
線
の
細

浦
地
域
の
沢

細
浦
地
域
の
沢
、
天
理
教
の
上
の

工
事
。
ア
ー
チ
型
カ
ル
バ
ー
ト
の
上

に
土
盛
り
し
て
道
路
を
つ
く
る
計
画

で
工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の

場
所
は
上
流
か
ら
洪
水
や
土
石
流
等

に
よ
っ
て
土
砂
が
た
ま
っ
た
所
で
あ

り
、
地
盤
と
し
て
も
軟
ら
か
い
。
今

も
沢
水
が
地
中
流
れ
て
お
り
、
カ
ル

バ
ー
ト
を
造
る
に
あ
た
っ
て
は
、
水

が
入
ら
な
い
よ
う
周
り
を
囲
い
込
む

形
で
矢
板
（
鋼
鉄
の
板
）
を
打
ち
込

ん
で
工
事
を
進
め
て
い
る
。
さ
ら
に
、

地
中
流
れ
る
水
だ
け
で
な
く
、
土
の

中
に
は
転
石
（
丸
く
硬
い
石
）
が
混

じ
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
土
の
締
ま
り

が
悪
い
た
め
、
地
盤
づ
く
り
が
必
要

に
な
り
、
作
業
工
程
の
見
直
し
を
余

儀
な
く
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で

あ
る
。

・
・
ボ
ッ
チ
ャ
っ
て
ど
ん
な

ス
ポ
ー
ツ
？
・
・

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
生
ま
れ
た
ス
ポ
ー
ツ
で

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
正
式
種
目
で
す
。
白

い
ボ
ー
ル
（
ジ
ャ
ッ
ク
ボ
ー
ル
）
に
赤･

青
の
そ
れ
ぞ
れ
６
球
の
ボ
ー
ル
を
投
げ
た

り
、
転
が
し
た
り
、
当
て
た
り
し
て
い
か

に
近
づ
け
る
か
を
競
い
ま
す
。

★
「
新
年
書
初
め
会
」の

参
加
者
募
集
に
つ
い
て

目
的

子
供
か
ら
大
人
ま
で
新
年
を

寿
ぎ
、
新
た
な
気
分
で
抱
負
や
目

標
願
い
事
等
を
書
き
ま
す
。

日
本
古
来
の
年
中
行
事
で
あ
る

書
初
め
の
伝
統
行
事
、
お
祝
い
の

言
葉
、
教
訓
等
を
書
き
神
棚
に
供

え
て
新
し
い
気
持
ち
で
神
に
対
し

て
の
一
年
の
願
い
を
示
し
崇
高
な

心
を
持
っ
て
心
の
洗
練
躍
進
を
祈

願
し
ま
す
。

・
小
、
中
学
生
の
み
な
さ
ん
、
冬
休

み
の
宿
題
に
ど
う
ぞ
。
お
手
伝
い

し
ま
す
。

日

時
令
和

年
１
月

日

3

4

（月）

午
後

時
～

時

1

3

場

所
ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー
和
室

主

催
末
崎
長
寿
会
（
長
寿
書
道
会
）

講

師現
日
会
審
査
員
・
陸
奥
書
道
会

審
査
員

今
野
雲
上
氏

対

象子
供
か
ら
大
人
ま
で

持

参
筆
・
墨
汁
・
ぶ
ん
ち
ん
・
す
ず
り

・
下
敷
等
。

用
紙
は
、
主
催
者
で
準
備
し
ま
す

参
加
料無

料

申
込
み月

末
日
ま
で
に
菊
池
平
八
郎
あ

12て
電
話
で
連
絡
を
（
当
日
参
加
可
）

☎

ー
２
２
７
０

29

書
初
展月

日
か
ら

月

日
ま
で

1

15

2

15

大
船
渡
温
泉
で

カ
月
間
展
示

1

し
ま
す
。

細
浦
湾
口
防
潮
堤

令
和

年

月

日

4

3

31

新
県
道

令
和

年

月

日

3

１２

31

岩
手
県
沿
岸
広
域
振
興
局
水
産

部
大
船
渡
水
産
振
興
セ
ン
タ
ー
は
、

細
浦
湾
口
防
潮
堤
工
事
完
了
を
令

和
３
年
３
月

日
か
ら
令
和
４
年

31

３
月

日
に
１
年
延
期
し
た
。

31
ま
た
同
土
木
部
大
船
渡
土
木
セ

ン
タ
ー
は
新
県
道
大
船
渡
広
田
陸

前
高
田
線
お
よ
び
碁
石
線
の
工
事

完
了
を
令
和
３
年
３
月

日
か
ら

31

令
和
３
年

月

日
に

か
月
延

12

31

9

期
す
る
と
し
た
。
延
伸
工
事
箇
所

お
よ
び
理
由
は
左
記
の
と
お
り
。

<

延
伸
工
事
箇
所
お
よ
び
理
由>

１
．
細
浦
湾
口
防
潮
堤
の
フ
ラ
ッ
プ

ゲ
ー
ト
（
水
門
・
完
成
済
み
）
と
神
坂

側
の
弁
天
島
の
と
こ
ろ
を
結
ぶ
海
に

面
し
た
部
分

大
船
渡
水
産
振
興
セ
ン
タ
ー
の

担
当
課
長
に
よ
る
と

、
「
現
在
、

海
底
の
地
盤
づ
く
り
を
行
っ
て
い

る
が
海
底
の
岩
盤
が
極
め
て
固
く

難
航
し
て
い
る
。
杭
打
ち
し
て
も
、

な
か
な
か
深
く
刺
さ
っ
て
い
か
な

 

末崎町の石碑・祠・神社(40)
稲荷神社について ～ その 1
これまでは主に仏教系の石碑等を取り上げてきましたが、今

回からは、神様系の神社・祠について記すこととします。
(1) 稲荷神社とは
祭神 宇迦之御魂大神(うかのみたまのおおかみ)

保食神(うけもちのかみ)、宇賀神(うがじん)、倉稲魂命(う
かのみたまのみこと)もみな稲荷神社の祭神である。

総本社 伏見稲荷大社（京都市伏見区深草）旧官幣大社。創建は
和銅四（711）年

特徴 商売繁盛の神・食物を守る神として有名。
縁起 山城国(やましろのくに)風土記によると、むかし秦伊呂具
(はたのいろぐ)という者が、弓矢で餅の的を射ようとしたとこ
ろ、餅が白鳥となって飛び去り、舞い降りた山の峰に稲が成っ
た。この「稲成り」の物語がイナリという社名の起こりとされ、
その伊呂具が当地に社を建立して「伊奈利」神を祀ったとある。
社殿によると、鎮座は和同四年(711)二月壬午(みずのえうま)

の日であったとされている。祭礼はこの日に因んで二月の初午
の日となっている。

作沢の稲荷神社。別当・管理者は大屋の上部俊哉氏。
末崎村誌によると、祭神は稲倉魂命(うかのみたまのみこ
と)となっいるので出羽三山系の稲荷様と思われる。一般
的には稲荷神社の祭神は、倉稲魂命(うかのみたまのみこ
と)と書くが出羽三山系だけは稲倉魂命と書いてある。

齢

者

福

祉

部

門

と

一

般

部

門

が

あ

り

、

居

場

所

ハ

ウ

ス

は

日

々

の

実

践

活

動

が

地

域

の

高

齢

者

の

福

祉

向

上

に

大

き

く

貢

献

し

て
い
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
高
齢
者

福
祉
部
門
の

団
体
の
一
つ
に
選

3

ば
れ
た
。

居
場
所
ハ
ウ
ス
の
素
晴
ら
し
い

と
こ
ろ
は
、
ふ
と
訪
れ
て
も
温
か

く
迎
え
て
く
れ
る
。
そ
し
て
自
由

に
過
ご
せ
る
だ
け
で
は
な
い
。

地
域
の
困
り
ご
と
に
対
す
る
事

業
（
食
堂
の
開
設
や
朝
市
、
買
物

支
援
な
ど
）
は
じ
め
心
身
の
ケ
ア

や
学
び
、
伝
統
文
化
の
継
承
ま
で
、

あ
ら
ゆ
る
ジ
ャ
ン
ル
の
事
業
を
行

っ
て
人
々
が
心
豊
か
に
生
き
る
環

境
づ
く
り
と
支
援
を
し
て
い
る
。

そ
の
上
、
各
事
業
の
運
営
は
住

民
で
、
か
つ
高
齢
の
多
く
の
人
々

が
役
割
を
担
っ
て
行
っ
て
い
る
こ

と
で
あ
る
。

ま
さ
に
、
高
齢
者
が
地
域
の
中

で
共
に
支
え
合
い
な
が
ら
、
共
に

元
気
で
生
き
生
き
と
暮
ら
し
て
い

く
地
域
社
会
の
あ
り
方
を
実
践
し

て
い
る
。
筆
者
は
そ
こ
が
高
く
評

価
さ
れ
た
も
の
と
思
っ
て
い
る
。

理
事
長
様
は
じ
め
関
係
の
皆
様
に

心

か

ら

お

祝

い

を

申

し

上

げ

ま

す
。

・
・
ボ
ッ
チ
ャ
の
練
習
日
の

ご
案
内
・
・

本
年
度
も
左
記
の
通
り
行
い
ま

す
。
皆
さ
ん
ふ
る
っ
て
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

練
習
日

１
月

日

か
ら
毎
週
金
曜
日

15

（金）

時

間
午
前

時
～

時
ま
で

10

12

場

所
ふ

る

さ

と

セ

ン

タ

ー

体

育

館

参
加
料

無
料

大
会
予
定

月

日

2

26

(金)

午

前

時

分

～

時

9

45

12

そ
の
他

ル
ー
ル
は
簡
単
、
誰
で
も
す
ぐ
楽

し
め
ま
す
。
初
心
者
大
歓
迎
で
す
。

②

碁
石
線
の
門
之
浜
地
域
の
沢

門
之
浜
地
域
の
中
井
地
域
寄
り

の
沢
、
通
称
、
沢
内
を
通
る
と
こ

ろ
の
工
事
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、

山
田
竹
志
氏
宅
の
上
流
で
あ
る
。

こ
こ
は
、
細
浦
地
域
の
状
況
と
は

違
っ
て
、
硬
岩
の
た
め
、
な
か
な

か
掘
り
進
め
る
こ
と
は
容
易
で
な

い
。
カ
ル
バ
ー
ト
も
少
し
短
く
す

る
な
ど
工
事
変
更
し
た
こ
と
に
よ

る
も
の
で
あ
る
。

両
線
と
も
全
線
開
通
は
今
か
ら

あ
と

年
で
あ
る
。
通
行
で
き
る

1

日
を
楽
し
み
に
待
ち
ま
し
ょ
う
。

居
場
所
ハ
ウ
ス

今

年

で

回

目

と

な

る

「

読

売

18

福
祉
文
化
賞
」
を
我
が
町
の
多
世

代
交
流
館
「
居
場
所
ハ
ウ
ス
」
（
理

事
長
兼
館
長
鈴
木
軍
平
）
が
受
賞

し
た
。

こ
の
賞
は
、
読
売
新
聞
社
、
読

売
光
と
愛
の
事
業
団
が
主
催
す
る

新
し
い
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
福
祉

活
動
を
実
践
し
て
い
る
団
体
や
個

人
を
顕
彰
す
る
も
の
で
あ
る
。
高

工
事
の
延
期

読
売
福
祉
文
化
賞
を
受
賞
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